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問. a, b ∈ Rとし，A =

[
a 1 1 0

0 b 0 1

]
と置く．また，

V = {v = t[v1 v2 v3 v4] ∈ R4 | v1 + v2 + v3 = 0, v4 = 0},
W = {v ∈ R4 | Av = 0}

と置く．

0) V,W は R4 の部分線型空間であることを確かめよ（これはレポート問題ではない．各自で確かめればよい）．
1) { t[1 0 − a 0], t[0 1 − 1 − b]}はW の基底であることを示せ．
2) V の基底を一組求めよ．また，dimV を求めよ．
※ 「基底を一組求め」るにあたっては，求める手続きよりも，求めたものが本当に基底であることが大事であ
る（講義で {e1, . . . , en}が Kn の基底であることを示した際の証明も参照のこと）．ただし，求める手続きに
ついて記してはいけないわけではなく，記せばより丁寧ではある．

3) V +W の基底を一組求めよ．また，dim(V +W )を求めよ．
4) V ∩W の基底を一組求めよ．また，dimV ∩W を求めよ．
5) 3)，4)の結果を用いて，a, bによらず dimV +W = dimV +dimW − dimV ∩W が成り立つことを示せ（こ
の等式はここでの V,W に限らず，一般的に成り立つが，ここではそのことは用いずに，両辺を 3)，4)を用い
て直接計算して比較すること）．

※ 参考文献がある場合には最後にまとめて箇条書きで示すこと．
※ 裏面を用いても良いが，表面の末尾にその旨示すこと．また，裏面を用いる際には表面と上下が同一になるように
（左あるいは右綴じになるように）用いること．
※ 最近ほかのレポートを丸写ししていると思われるレポートが散見される．誰かと共同してレポートを作成すること
は構わないが，そのことは明記すること．

（以上）


